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２０２６年度 城西大学大学院経済学研究科  入試問題（第二次） 

試験時間 60分 

 

日本語 

 

注意事項 

 

 １．開始の合図があるまで、問題を開いてはいけません。 

 

 ２．解答は、解答用紙に日本語で書きなさい。 
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以下の問題すべてに解答しなさい。 

 

 

Ⅰ 次の文章を読み、下記の設問二つに解答しなさい。 

 

世界各国で青少年の SNS（交流サイト）利用に対する規制強化の動きが広がっている。

オーストラリアは 16 歳未満の子どもの SNS利用を全面的に禁止する法案を 2024 年に可決

し、25 年 12 月には施行を迎えた。SNS 事業者に対して違反があった場合に高額な罰金を

科すという厳しい内容であり、注目を集める。 

背景には、SNS が引き起こす誹謗（ひぼう）中傷やネットいじめ、フェイク情報の拡散、

学業や睡眠への影響などの問題がある。また筆者が総務省と実施した国内調査では「他人の

投稿と自分を比較してストレスを感じる」といった青少年のネットトラブルが多く見られ

た。これらの問題を防ぐために、オーストラリアでは年齢制限による規制が導入されたので

ある。 

規制強化の動きはオーストラリアにとどまらない。欧州連合（EU）をはじめ、一部の国々

や州では青少年の SNS 利用に年齢制限や保護者の同意を義務づける取り組みが進んでいる。

これらは青少年の安全を守るための強い姿勢を反映している。ただし、青少年を守ることの

重要性はもちろん認めつつ、年齢制限という一律の規制が最適な施策なのかについては議

論が残る（表参照）。 

まず制度・技術的課題である。現

状ほとんどの SNSがユーザーの年齢

確認を自己申告に頼っており、16 歳

未満を確実には排除できない。身分

証明書を求めるなど、より厳密な確

認方法を導入する必要があるが、多

くの技術的・運用上の課題が伴う。年

齢確認を徹底するには、膨大な量の

個人情報をプラットフォーム事業者

が扱うことになり、これがプライバ

シー問題を引き起こす可能性がある。 

また規制を逃れる手段として親や

他人の名義借用、規制対象外のプラ

ットフォームへの移行という問題も

浮上している。大手限定の規制は安

全対策が不十分なサービスへの流入を招く。一方で実効性を高めようと規制を拡大すると、

新興企業の参入障壁を高め、市場競争を阻害する可能性が出てくる。規制の便益と、市場の

著作権処理の都合上、本問題は掲載しておりません。 
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活力やイノベーションへのコストを精緻に分析する視点が不可欠だ。 

さらに、SNS 上のトラブルの原因をすべて技術に求めるのは「技術決定論」的な考え方

であるとの指摘もある。技術決定論とは、テクノロジーが社会のあり方を一方的に決めると

いう立場だ。ネットいじめの原因を SNS に求める声があるが、いじめは SNS の登場以前か

ら存在し、それがネット上に移行したにすぎないという見方もある。 

青少年の SNS 利用には情報収集や自己表現、社会参加といった多くのメリットがある。

一律の利用禁止は、デジタル技術に触れ創造性を養う機会を奪うという観点からも損失と

なり得る。また現実社会のいじめに悩む子どもたちは、SNS で学校や家庭外の相談先を見

つける場合もある。全面禁止は、子どもたちが得られる有益な機会まで奪ってしまう可能性

がある。 

実際、オーストラリア人権委員会は、年齢による一律の禁止が子どもや若者の権利を過

度に制限しうるとの懸念を示している。また国際的な児童保護の観点からも、禁止措置だけ

ではオンラインのあらゆる危険から子どもを守ることは難しく、規制の影響や抜け道が新

たなリスクを生む可能性について複数の専門家や団体が懸念を表明している。 

日本では 08 年成立の青少年インターネット環境整備法に基づき、フィルタリングの利用

促進や、未成年者のアカウントを保護者が管理する「ペアレンタルコントロール」ツールの

周知活動が進められてきた。これらは子どもたちが有害コンテンツにアクセスしないよう

にするための重要な手段であり、利用規制とは異なるアプローチで青少年の安全を守る施

策の一環として位置づけられている。 

しかし運用は家庭に委ねられることが多く、全ての家庭で十分に活用されているわけで

はないという課題もある。保護者の中にはインターネット上のリスクに十分な認識を持た

ず、管理を怠る場合も少なくない。子どもたちがインターネット上で危険にさらされる原因

の一つとなっている。 

さらに、フィルタリングなどの技術的手段にも限界がある。すべての不適切コンテンツ

を完全に除外することは難しく、一部のトラブルやリスクに対しては効果が限定的である。

こうした手段を補完するには、保護者が子どもと日々のネット利用についてコミュニケー

ションをとることが不可欠である。つまり保護者自身も子どもの適切な IT 活用について学

び、子どもと共に利用ルールを決めるプロセスが重要となる。 

青少年の安全なインターネット利用という課題に特効薬はない。学校、家庭、SNS 事業

者、行政、メディアといった多様なステークホルダーの協力が必要で、相互に補完し合う体

制を築くことが求められる。 

まず学校でメディア情報リテラシー教育の充実が欠かせない。学校は SNS を利用する子

どもたちに、リスクや問題点を含めた適切な利用方法を教える重要な場となるべきである。 

特に、誹謗中傷やフェイク情報の拡散、プライバシー管理、SNS での情報発信の責任な

ど、インターネット空間で安全に過ごすために必要な知識を身につけさせることが求めら

れる。また多くの保護者が学校からの啓発を求めており、保護者と青少年双方への啓発活動

著作権処理の都合上、本問題は掲載しておりません。 
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の強化が必要である。 

プラットフォーム事業者の役割は非常に大切だ。例えばダイレクトメッセージ（DM）の

受信制限を強化し、子どもたちが不適切なメッセージを受け取らない仕組みを導入すべき

だろう。Instagram（インスタグラム）は 13〜17 歳のアカウントに対して、フォローしてい

ない相手からのメッセージを受け取らない設定を導入している。 

しかし、この取り組みも完璧ではなく、設定の網羅性や実効性にはまだ批判がある。人工

知能（AI）による年齢判断の精度や、ユーザーが設定を変更できるケースなどの問題点も指

摘されている。TikTok（ティックトック）や YouTube（ユーチューブ）なども同様の取り

組みを行っているが、引き続き改善と強化が求められる。 

行政や研究機関、メディアの役割も重要である。行政は SNS 利用に関するガイドライン

を整備し、保護者や教育機関に啓発活動を行うべきだ。研究機関は、SNS が青少年に与え

る影響をデータ収集し、適切な対策を提案することが求められる。これにより、社会全体で

青少年の利用環境を支える体制が整うだろう。 

メディアは SNS の問題をセンセーショナルに報じることなく、そのメリットとデメリッ

トを冷静に伝えることが大切だ。 

SNS 利用の年齢制限だけではリスク回避に限界があり、適切な使い方を学ぶ機会を提供

することが求められる。教育と支援の枠組みを強化し、規制一辺倒ではなく、全てのステー

クホルダーが連携して協力することが重要なのである。 

（出典：山口真一 経済教室「青少年の SNS 利用、多様な主体の協力体制を築け」日本経

済新聞 2026 年 1 月 21 日） 

 

問１ 上の文章の筆者は、SNS 利用の年齢制限の問題点について、どのように考えている

かを 300 文字程度で書きなさい。 

問２ 上の文章を読んで自分で考えたことを 200 文字程度で書きなさい。 

○E  

 

 

Ⅱ 次の文章を読み、下記の問いに答えなさい。 

 

昨年 10月、アメリカとヨーロッパを周遊する新婚旅行に出発した。円安の中、破産覚悟

で臨んだ 2 カ月の旅。全てが初めて訪ねる国だ。特にアメリカは 3 週間以上滞在し、（A）幻

想が一気に吹き飛んだ。 

ロサンゼルス、ラスベガス、オーランド、そしてニューヨークと過ごす中で、まず壊れた

のが「接客」という概念だ。⿐歌を歌いながらレジ打ちをする人、SNS を眺めながら Uber

を運転する人、大きな（  B  ）をついて早く退勤したいという態度を隠さない人。そ

れでも会計では毎回チップを求められるので（もちろん渋々払っていたが）、最初は何かの

著作権処理の都合上、本問題は掲載しておりません。 
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バグかと思った。 

（  C  ）だったのが、ラスベガスのバーガー店でテイクアウトした際の出来事。⿊

人⼥性の店員は、歌いながら私の⾷事を用意。「ストローはどこにある?」と尋ねる私に「ス

トロー♪」と袋に放り込んだ。私が袋を手にした瞬間、それが彼⼥の今日最後の仕事だった

らしく、後ろの同僚たちを振り返って悲鳴を上げた。ガッツポーズ。同僚たちも大歓声だ。

それがもう、宝くじにでも当たったのではというくらいの騒ぎで、私はしばし（D）あっけに

とられていた。 

20 代の頃、接客のアルバイトをいくつか経験した。ある店のレジの横には、標語が貼ら

れていて、「議論をするな お客様とは」。客に逆らうことはタブー中のタブー、絶対にあり

えないこと、というのがその店での常識だった。 

さて、オーランドからニューヨークに向かう際、飛行機の便が 7 時間遅れた。一向に機体

が到着せず、機体の次は、代わりの機⻑とクルーを探しているということで、出発時間は永

遠のように延び続けた。時刻は深夜 2 時。待合所は疲れた客で溢（あふ）れ、当然一部の客

がカウンターのスタッフに詰め寄った。すると、スタッフが（  E  ）「私たちのお客様

は⾔うことを聞く人だけです。聞かない人は訴えねばなりません」と⾔うではないか。翻訳

アプリを使ったので直訳気味だったのを加味しても、さすがに頭を抱えた。客とスタッフが

⾔い争う? 空港で? ありえない! しかし、そのスタッフが機体の先っぽすら見当たらない滑

⾛路に向かって、しきりに「カム!カム!」と手招きする様子には笑ってしまった。 

最終地のローマから日本へ戻る際、経由地のヘルシンキ空港で日本の航空会社の⼥性の

アナウンスを⽿にした。「なんて声に起伏がなくて静かなんだろう。（  F  ）のさえず

りのようだ」と思う。 

実は、私自身が人から同じ感想をもらったことがある。詩集がフィンランド語に翻訳され

て現地で朗読会をしたときのこと。朗読を終えた私に、現地の読者が告げた⾔葉が

「（  F  ）のさえずりみたい」だった。日本語の響き、日本⼥性の声が連想させるもの

が「（  F  ）」かと思うと、少し複雑な気持ちになったものだ。 

帰りの飛行機は、日本の航空会社のビジネスだった。CA さんの接客はあまりに丁寧で、

何かを恐れているかのように低姿勢。背筋、お辞儀の角度、⾔葉の選び方。あらゆることが

行き届いている。行き届き過ぎて、この人たち退勤して家に帰ったら、自分のことは何もで

きないんじゃないか。こちらも慌てて「ありがとうございます」なんて返す。脳が切り替わ

らない。もう「あーゆーおーけー?」「おけ!」で完結したい……。そんな詩人にあるまじき

ことが頭をよぎった。 

（出所：文月悠光「「接客」という概念」『日本経済新聞』2026 年 1 月 7 日付電子版） 

 

問1 本文中の下線部（A）の意味として最も適当なものを次から選択し、記号で答えなさい。 

ア．抱いていた期待や思い込みが急になくなった 

イ．楽しい気持ちがさらに高まった 

著作権処理の都合上、本問題は掲載しておりません。 
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ウ．強い風に驚いた 

エ．夢のような時間が⻑く続いた 

 

問2 本文中の空欄（ B ）に当てはまる⾔葉として最も適当なものを次から選択し、記号

で答えなさい。 

ア．あくび  イ．くしゃみ  ウ．ため息  エ．ぼやき 

 

問3 本文中の空欄（ C ）に当てはまる⾔葉として最も適当なものを次から選択し、記号

で答えなさい。 

ア．一般的  イ．印象的  ウ．客観的  エ．効果的 

 

問4 本文中の下線部（D）の意味として最も適当なものを次から選択し、記号で答えなさい。 

ア．驚いてぼう然としていた 

イ．感動して涙を流していた 

ウ．腹を立てていた 

エ．深く反省していた 

 

問5 本文中の空欄（ E ）に当てはまる⾔葉として最も適当なものを次から選択し、記号

で答えなさい。 

ア．しっかりと  イ．しみじみと  ウ．だらだらと  エ．ぴしゃりと 

 

問6 本文中の空欄（ F ）に当てはまる⾔葉として最も適当なものを次から選択し、記号

で答えなさい。 

ア．子犬  イ．小鳥  ウ．子猫  エ．子羊 

 

問7 あなたにとって理想的な接客とはどのようなものですか。自分の考えを 200 字程度で

述べなさい。 

○S  

 

 

 

 

 

以上 


